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令和２年（2020年）２月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４８号　　（４）

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

条
例

第68号 鎌倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第70号 鎌倉市文化財保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補
正
予
算

第71号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第10号）
（台風15号および19号による被害の緊急対応に係る経費等） 可決

第72号 令和元年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第６号）
（雨水管きょ施設の維持修繕および倒木処理等に係る経費） 可決

第73号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第11号）
（玉縄三丁目３番先災害復旧に係る経費） 可決

そ
の
他

第60号 第３次鎌倉市総合計画基本構想の一部修正について 可決

第61号 第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の策定について 可決

第62号 財産の無償貸付について（こもれび山崎温水プール） 可決

第65号 指定管理者の指定について（鎌倉市川喜多映画記念館） 可決

陳
情 第30号 不活化ポリオワクチンの小学校就学前接種に対しての費用の

助成についての陳情 採択

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

山
田　
直
人

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

森　
　
功
一

志
田　
一
宏

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

久
坂　
く
に
え

河
村　
琢
磨

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

長
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竜
弘

竹
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ゆ
か
り

松
中　
健
治
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※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
　していません。

※12月定例会では市長提出議案20件、陳情２件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

20
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
国
庫
補

助
を
受
け
ら
れ
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
ま
た
は
再
交
付
に
係
る

事
業
費
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
た

め
、
手
数
料
の
徴
収
の
対
象
と
す

る
交
付
等
に
つ
い
て
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
ま
た
は
再
交
付
手

数
料
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
公

布
の
日
か
ら
、
文
言
の
整
理
を
行

う
規
定
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等

に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
付
則
第
１
条
第
６

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
文
化
財
保
護
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

文
化
財
保
護
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
市
指
定
有
形
文
化
財
等

に
係
る
損
壊
等
の
防
止
を
目
的
と

し
て
、
罰
金
規
定
等
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

が
、
罰
則
の
強
化
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
周
知
期
間
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
併
せ
て
経
過
措
置
と
し
て
、

本
改
正
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行

為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
旨

を
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４

期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
実

施
し
た
人
口
推
計
お
よ
び
第
３
期

基
本
計
画
策
定
後
の
人
口
推
移
の

現
状
を
踏
ま
え
、
所
要
の
修
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
第
３
期
基
本
計
画
が
本
年

度
を
も
っ
て
目
標
年
次
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
第
３
次
鎌
倉
市
総
合

計
画
の
最
後
の
基
本
計
画
と
し
て

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま

で
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
、
第
４
期
基
本
計
画
を
策
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

こ
も
れ
び
山
崎
温
水
プ
ー
ル
公

募
提
案
型
条
件
付
貸
付
事
業
用

地
・
建
物
の
無
償
貸
し
付
け
を
行

う
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
玉
縄

三
丁
目
３
番
先
災
害
本
復
旧
に
係

る
地
質
調
査
・
設
計
事
業
を
追
加

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画

記
念
館
の
指
定
管
理
者
を
、
川
喜

多
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
共
同
事
業

体
代
表
者
公
益
財
団
法
人
川
喜
多

記
念
映
画
文
化
財
団
に
指
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
期
間
は
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　

市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

山や
ま

口ぐ
ち　

吉よ
し

一か
ず

氏
（
常
盤
在
住
）

齋さ
い

藤と
う　

秀ひ
で

樹き

氏
（
梶
原
在
住
）

久く

壽す

米め

木ぎ　

惠え

美み

子こ

氏（
岡
本
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
２
月
７
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
等
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
当

選
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
委
員
】

藤ふ
じ

村む
ら　

耕こ
う

造ぞ
う

氏
（
鎌
倉
山
在
住
）

大お
お

塚つ
か　

眞ま

理り

子こ

氏
（
岩
瀬
在
住
）

門か
ど

河か
わ　

通み
ち

憲の
り

氏
（
材
木
座
在
住
）

奥お
く

津つ　

淑と
し

子こ

氏（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

　【
補
充
員
】

林は
や
し
　
　

康や
す

弘ひ
ろ

氏
（
二
階
堂
在
住
）

關せ
き

本も
と　

和か
ず

臣お
み

氏
（
玉
縄
在
住
）

西に
し

岡お
か　

正ま
さ

江え

氏
（
関
谷
在
住
）

麻あ
そ

生う　

孝た
か

子こ

氏
（
岡
本
在
住
）

○：賛成　－：反対

市
の
新
施
設
及
び
逗
子
市
の

既
存
施
設
の
２
施
設
で
処
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
実

施
計
画
（
素
案
）
で
は
鎌
倉

市
は
新
た
な
焼
却
施
設
は
建

設
し
な
い
こ
と
と
し
て
お

り
、
２
市
１
町
で
の
広
域
化

の
前
提
が
崩
れ
て
い
る
。

 

・�

平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の

長
期
的
・
総
合
的
な
視
点
で

定
め
た
「
第
３
次
鎌
倉
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

の
基
本
方
針
で
あ
る
、「
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
な
処
理

に
向
け
た
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
」
の
取
り
組
み
か
ら
逸

脱
し
て
お
り
、
基
本
計
画
と

整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。

 

・�

ご
み
処
理
施
策
は
市
民
と
の

信
頼
関
係
が
重
要
で
あ
り
、

市
民
合
意
を
し
っ
か
り
と

と
っ
た
上
で
、実
施
計
画（
素

案
）
を
検
討
し
て
い
く
よ
う

求
め
る
。

　

市
は
、
将
来
に
わ
た
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
が
構
築
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
意
見
を
十

分
留
意
し
た
上
で
課
題
を
解
決

し
、
現
実
的
で
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
と
な
る
よ
う
、
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

12
月
20
日
開
催
の
本
会
議
に

お
い
て
、
観
光
厚
生
常
任
委
員

会
で
所
管
事
務
調
査
事
項
と
し

て
い
る
「
将
来
に
わ
た
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
」
の
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
報
告
の
主
な
内
容
）

　

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、

本
市
お
よ
び
近
隣
市
の
ご
み
処

理
施
設
や
、
先
進
市
の
新
た
な

資
源
化
技
術
に
よ
る
ご
み
処
理

施
設
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、

本
市
地
域
住
民
に
対
し
て
広
域

化
実
施
計
画
に
係
る
意
見
聴
取

を
行
う
な
ど
、
状
況
把
握
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
定
例
会
で
、

市
か
ら
「
鎌
倉
市
・
逗
子
市
・

葉
山
町
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
（
素
案
）」
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
際
、
各
委
員
か
ら
次
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

・�

平
成
28
年
に
２
市
１
町
で
締

結
し
た
、
ご
み
処
理
の
広
域

化
に
係
る
覚
書
で
は
、「
可

燃
ご
み
の
焼
却
処
理
は
鎌
倉

観
光
厚
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
の

中
間
報
告
を
実
施

　

今
年
度
も
広
報
委
員
会
で
は
、

多
く
の
方
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
、
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

議
会
の
情
報
を
、
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
号
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
一

覧
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
ま
し

た
。
簡
単
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

質
問
一
覧
や
録
画
中
継
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
本
庁
舎
整
備
・
子

ど
も
会
館
閉
館
・
ご
み
焼
却
施
設

の
建
設
中
止
な
ど
の
市
民
の
関
心

の
高
い
情
報
に
対
し
て
、
議
会
の

発
信
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
改
善
点
を
常
に
探
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
、
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

�

安
立　

奈
穂

編
集
後
記


